
1）特定空家等の跡地活用

●森林環境ゾーン、農業環境ゾーン（用途地域外・都市計画区域外）

・除却して自然的土地利用（山林、農地等）に戻します。

●市街地ゾーン

・昭和56年（旧耐震基準）以前に建てられた空き家を優先的に特定空家等と認定し、除

　却や除却後の跡地活用について、タスクフォースによる相談、助言、活用等の情報

　提供を行う体制と支援を確立し、推進します。

●中心市街地ゾーン

・一定数の空き家、未利用地が集積している区域において、土地の入れ替え、集約・整

　形化を図り、多様な権利者のニーズに応じた敷地の有効活用を図るため、小規模な

　個人施行等の地元主体の土地区画整理事業及び再開発事業を推奨（後方支援）し、経

　済振興を図ります。区域は柔軟に設定し、住宅のみではなく、地区・地域の核とな

　る施設や空間の創出を図ります。

STEP１：空き家、昭和56年以前の建物や未利用地を含む区域を設定し、小規模な土地

　　　　 区画整理を実施

STEP２：活用可能な空き家は、地区・地域拠点へとリノベーションし、その他の空き

             家、昭和56年以前の建物や未利用地を区域の実情に合わせて、共同駐車場や

             オープンスペース等として整備

図 4�-14　小規模な土地区画整理事業イメージ
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